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第５章 文化財の保存又は活用に関する事項 

市全体と重点区域のそれぞれについ

て、歴史的風致の維持向上に資する文化

財の保存又は活用の方針を設定する。 

市全体の方針では、市内に点在する文

化財を保存・活用するための方向性を示

す。 

重点区域の方針では、これまで実施し

てきた肥前浜宿での取組み、祐
ゆう

徳
とく

門前町

での取組みの継続や発展に加え、両者を

つなぐ範囲（以下、周辺地区）での取組

みの推進について示す。 

 

１ 市全体に関する事項  

（１）文化財の保存・活用の現況と今後の方針 

本市には、国の指定重要文化財７件、県指定文化財 12 件、市指定文化財 27 件の合

計 46 件の指定文化財がある。また、８カ所 27 件の国の登録文化財があり、これらは

文化財保護法、佐賀県文化財保護条例及び鹿
か

島
しま

市文化財保護条例に基づき、保存活用が

図られている。 

一方、市内には指定を受けていないものの、鹿島市の歴史を物語る重要な文化遺産で

ある文化財が数多く点在しており、その価値が知られないまま人知れず失われる危険

性をはらんでいる。 

今後は、歴史的建造物について、伝建地区内外、指定、未指定を問わず、保存・活用

に関する対策を強化し、多くの歴史的建造物を将来にわたって守り、活かしていくこと

を目指す。 

また、本市には休止しているものも含めて、53地区 74件の民俗芸能が存在する。近

年、「鹿島伝承芸能フェスティバル」を毎年開催しており、継承、普及活動に繋げてい

るが、後継者不足が顕著であり、12件の芸能が休止を余儀なくされている現状である。 

今後は、歴史や伝統を反映した活動について、指定、未指定を問わず、活動を継承す

る人々と連携し、活動の発信機会の創出や継承に求められる施策を講じるなど、積極的

に活動の継承を支えていくことを目指す。 

併せて、歴史的建造物を取り巻く環境整備や景観保全、歴史文化に関する関心の醸成

を目指すことで、歴史的風致の一体的な維持向上を図る。 

文化財の保存・活用にあたっては、市民や民間事業者、学識経験者、行政関係部局等

（以下、関係機関等）との連携に努める。また、必要に応じて、文化財に関する総合的

な計画（歴史文化基本構想、文化財保存活用地域計画）や、個別の保存活用計画の策定

を検討する。 

図 市全体と重点区域の関係性の考え方 
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（２）文化財の修理（整備）に関する方針 

市内には多数の文化財が点在するが、指定、未指定を含めて劣化が進行している。本

市中心部に位置し、本市の歴史的なシンボルといえる存在である鹿島城赤門及び大手

門もそのひとつであり、老朽化による劣化がみられる。 

文化財の修理（整備）にあたっては、日常的に管理状況を点検し、損傷等により修理

が必要な場合は、早期に適切な措置を行うことが必要である。また、文化財としての価

値を損ねないように、史料や調査などに基づき修理する必要がある。 

このため、引き続き、文化財保護法や文化財保護条例に基づくとともに、文化庁や佐

賀県教育委員会の指導や助言、佐賀県文化財保護審議会や鹿島市文化財保護審議会等

の関係機関の意見を踏まえ、適切に文化財を保護していく。加えて、今後、市全体とし

ては、守るべき文化財の状況把握にも努めていく。 

 

（３）文化財の保存・活用を行うための施設に関する方針 

現在、文化財の保存・活用を行うための施設として、鹿島市民俗資料館及び民間施設

の祐徳博物館がある。また、鹿島市生涯学習センター「エイブル」には床の間コーナー

を設置し、文化財に関する展示スペースとして活用している。 

しかし、鹿島市民俗資料館は築 30年以上が経過し、更に、恒常的な埋蔵文化財の出

土遺物保存施設はなく、学校の空き教室や遊休建物の倉庫等に分散的に保管している。 

今後は、より効果的な文化財の保存・活用が可能となるよう、エイブルの活用を継続

するとともに、民間施設については所有者や管理者と連携し、鹿島市民俗資料館は、既

存施設や新規設置予定の施設の利用を含めて、保存・展示施設の整理を検討する。 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する方針 

文化財の周辺環境の保全に関しては、鹿島市歴史的景観条例に基づき、鹿島市歴史的

景観審議会を設置し、対策を行っているが、現在は、重要伝統的建造物群保存地区や街

なみ環境整備事業地区の景観保全が中心である。 

今後は、景観計画策定の検討など、景観に対する施策を広域的に展開していく。 

 

（５）文化財の防災に関する方針 

本市では、毎年１月 26日の文化財防火デー前後の日曜日に鹿島市教育委員会、鹿島

市消防団、鹿島消防署（杵藤地区広域市町村圏組合）が連携して、実践に即した防火訓

練を行っており、団員、署員の資質向上を図っている。 

重伝建地区内においては、地区内に設置されている散水設備について、市の担当者に

よる毎月の点検と、年１回の専門業者による点検を行い、万が一の事態に備えている。

また、地区内には住民による自主防災組織が作られており、散水設備や消火栓の使用に

関する講習会などの防火訓練が実施されるなど、住民主体の防災活動が行われている。 

今後は、引き続き、市及び消防団、消防署が連携し、文化財の所有者や市民と一体と

なって文化財の防火に関する意識の向上を促す取組みを行い、人為的なき損、盗難等へ

の備えを強化するなど、市民が安全安心に暮らせる環境づくりと文化財防災を目指す。 
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（６）文化財の保存及び活用の普及・啓発に関する方針 

文化財の保存及び活用の普及、啓発に関しては、現在、文化財ガイドブック「鹿島市

の文化財」の販売や、地区ごとの歴史ガイドパンフレット「○○の歴史を歩こう」シリ

ーズの制作に取り組んでいる。また、鹿島市生涯学習センター「エイブル」では、地区

ごとの歴史をテーマに企画展や講演会を開催している。 

市内には、文化財に関する案内板を順次、設置してきたが、まだ十分とはいえない状

況である。 

今後も、ガイドパンフレット制作や講演会の開催、案内板の設置といった活動を継続

していくとともに、関係機関等と連携し、幅広い世代に向けて、多様な媒体を活用した

情報発信の強化に取り組んでいく。 

 

（７）埋蔵文化財の取扱いに関する方針 

市内の埋蔵文化財包蔵地区内での開発については、文化財保護法に基づき開発者と

協議を行い、確認調査の実施、調査結果について協議、本調査の実施等により埋蔵文化

財の保存に努めている。 

今後は、文化財保護法に基づく周知の埋蔵文化財包蔵地における届出等の提出につ

いて、その義務の周知の拡大を図る。発見された遺跡については、国、県等の指導助言

をふまえ、関係者と遺跡の保存に向けた十分な協議を行っていく。開発前の事前の調整

については、関係機関等と連携し、早期の調整を行う。本調査の実施については適切な

調査、調査結果の公開、報告書の刊行に取り組む。 

 

（８）教育委員会の体制と今後の方針 

現在、文化財保護については、鹿島市教育委員会生涯学習課（社会教育・文化係）が

担当し、職員５名（文化財１名、事務４名）の体制で業務を行っている。重要伝統的建

造物群保存地区を中心とするまちなみの保存については都市建設課（都市計画係）が担

当し、職員６名（建築２名、土木１名、事務３名）の体制で業務を行っている。文化財

保護に関する審議会としては、鹿島市文化財保護審議会があり、建築１名、歴史（古文

書）２名、石造物１名、民俗１名、美術工芸１名の計６名の専門家で構成される。 

今後は、歴史的風致維持向上計画の策定を契機として、都市建設課と生涯学習課をは

じめ、農林水産課、商工観光課などの関係する各課が連携して、調整を図りながら、文

化財の保存及び景観、環境、観光などの分野における活用に取り組む。 

また、文化財行政の諮問機関としての文化財保護審議会の体制を継続し、審議をふま

えた適切な文化財保存対策及び文化財の保存活用、並びに指定文化財の指定を進める。 

 

（９）各種団体の状況及び今後の体制整備の方針 

文化財の保存・活用に関する団体として、肥前浜宿を中心とした市民団体等（本章第

２項（８）に記載）のほかに、各地域の民俗芸能の保存会がある。 

今後は、伝統や文化を反映した人々の活動を継承する団体や歴史的風致の維持向上

に資する活動を行う団体を積極的に応援していく。 
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２ 重点区域に関する事項  

（１）文化財の保存・活用の現況と今後の具体的な計画 

重点区域内の建造物等の文化財には、重要伝統的建造物群保存地区が２地区、県指定

文化財１件、市指定文化財１件、登録文化財（建造物）６件が所在する。一方、重点区

域内には歴史的風致を構成する未指定の歴史的建造物も多数ある。 

重点区域のうち、肥前浜宿では伝建地区の修理修景をはじめとする各種整備や、市民

団体などによるまちづくり活動が行われてきた。また、祐徳門前町でも、文化財を守り、

活かすための整備を見据えた検討が行われている。 

今後は、肥前浜宿と祐徳門前町を核とし、これまで各地区で行われてきた取り組みを

つなぎ、周辺地区を含めて、重点地区の一体感を高めることで、本市における先駆的な

歴史まちづくりを行っていく。 

 

（２）文化財の修理（整備）に関する具体的な計画 

重点区域内には、伝建地区内の建造物をはじめとした、指定や登録を受けた歴史的建

造物があり、さまざまな制度による保護がなされているが、祐徳門前町や、その周辺地

区、伝建地区外には、指定や登録を受けていない歴史的建造物が手つかずのまま残され

ている。 

今後は、肥前浜宿と祐徳門前町を核とした広い範囲の多くの歴史的建造物の保護に

努め、修理の推進に取り組む。 

具体的には、伝建地区内の歴史的建造物は引き続き、伝統的建造物群保存地区制度を

活用した修理を行い、祐徳門前町や周辺地区を含む伝建地区外の歴史的建造物につい

ては、歴史的風致形成建造物に指定するなどの保護措置を図る。 

 

【関連する事業】（番号は第６章に対応） 

① 重要伝統的建造物群保存地区保存修理事業（Ⅰ-1） 

（平成 19年（2007）度～平成 40年（2028）度） 

④ 歴史的建造物保存対策事業（Ⅲ-1） 

（平成 31年（2019）度～平成 40年（2028）度） 

 

（３）文化財の保存・活用を行うための施設に関する具体的な計画 

重点区域内において文化財の保存・活用を行っている施設は、肥前浜宿と祐徳門前町

にあり、肥前浜宿では、継
つぎ

場
ば

や旧乗
のり

田
た

家
け

住宅などの歴史的建造物が一般公開されてお

り、草
くさ

葺
ぶき

の空き町家を整備した移住体験施設もある。 

祐徳稲荷神社の東山外苑には、祐徳稲荷神社に関する歴史資料のほか、県や市指定の

文化財が多数展示されている民間施設の祐徳博物館があるが、そのほか、祐徳門前町に

おいて、来訪者へのガイダンス機能を持った集会所等の整備が求められている。 

今後は、歴史的建造物を公開活用し、ガイダンス機能の維持向上を図るとともに、空

き家となっている歴史的建造物の活用促進を図る。 
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具体的には、肥前浜宿においては、継場や旧乗田家住宅といった展示施設や公開活用

されている歴史的建造物を、今後も適切に維持管理するとともに、効果的な利用の促進

に取り組む。併せて、空き家となっている歴史的建造物に対しては、改修費や家賃を支

援し、活用促進に取り組む。 

また、肥前浜宿と祐徳門前町及び周辺地区の回遊性を高めるために、祐徳門前町の拠

点整備を計画的に推進する。 

 

【関連する事業】（番号は第６章に対応） 

② 市所有歴史的建造物維持管理事業（Ⅰ-2） 

（平成 30年（2018）度～平成 40年（2028）度） 

③ 空き町家活用促進事業（Ⅰ-3、Ⅱ-１） 

（平成 27年（2015）度～平成 40年（2028）度） 

⑫ 祐徳門前町街なみ環境整備事業（Ⅱ-3） 

（平成 29（2017）年度～平成 40年（2028）度） 

 

（４）文化財の周辺環境の保全に関する具体的な計画 

重点区域内には歴史的建造物が多数存在し、それらの周囲においては良好な景観が

形成されている。肥前浜宿の伝建地区内では、街なみ環境整備事業を活用し、事業区域

内での道路の美装化等も行われている。 

一方、祐徳門前町では、電柱や電線、劣化した道路や老朽化したアーケードなどが良

好な景観を阻害する要素となっていたが、現在は、街なみ環境整備事業の導入による景

観整備が図られている。 

今後は、これまで十分な景観整備が図られていなかった祐徳門前町と肥前浜宿の間

の地区も含めて修景整備に取り組むなど、肥前浜宿と祐徳門前町及び周辺地区を一体

的に整備し、歴史的風致と調和した良好な環境づくりを推進する。 

具体的には、肥前浜宿では、肥前浜駅の駅前広場の整備、祐徳門前町では、参道の美

装化、防犯灯の設置、周辺地区では、道路付帯施設や落下防止柵等の修景整備などに取

り組んでいく。 

 

【関連する事業】（番号は第６章に対応） 

⑪ 肥前浜宿街なみ環境整備事業（Ⅰ-4） 

（平成 15年（2003）度～平成 40年（2028）度） 

⑫ 祐徳門前町街なみ環境整備事業（Ⅱ-3） 

（平成 29（2017）年度～平成 40年（2028）度） 

⑬ 祐徳稲荷神社参拝回遊促進事業（Ⅲ-4） 

（平成 36（2024）年度～平成 40年（2028）度） 

 

（５）文化財の防災に関する具体的な計画 

これまでに伝建地区内では、「重要伝統的建造物群保存地区防災実施計画」のもと、
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防災公園や消火栓の設置、散水設備の整備といった防災機能の強化に取り組んできた

が、祐徳門前町や周辺地区では、防災機能を高めるための施設整備が十分ではない。 

今後は、肥前浜宿と祐徳門前町を核とした広範囲の一体的な防災機能向上を目指す。 

 

（６）文化財の保存及び活用の普及・啓発に関する具体的な計画 

重点地区の核となる肥前浜宿と祐徳門前町は、古くから参拝者の往来や浜川を利用

した営みでつながっていた。 

本市では、これまで、肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ取組みとして、肥前浜宿のイベ

ントである「肥前浜宿花と酒まつり」と、祐徳門前町のイベントである「祐徳門前春祭

り」を、市内全体の酒蔵の同時蔵開きイベントである「鹿島酒蔵ツーリズム○Ｒ」におい

て、タイアップさせたイベントを開催してきた。また、祐徳稲荷神社では民俗芸能を発

信する機会となる「伝承芸能フェスティバル」を実施してきた。 

しかし、平常時は祐徳稲荷神社や祐徳門前町と肥前浜宿の間の観光回遊はまばらで

あり、一体的な情報発信が不足している。 

今後は、肥前浜宿と祐徳門前町をつなぐ回遊性の向上と、重点区域内で一体的に取り

組まれる活動の継承を図っていく。 

具体的には、肥前浜宿と祐徳門前町の参拝回遊促進に向けて、引き続きイベントを実

施するとともに、レンタサイクルなどを用いたアクセス方法の検討を行う。また、重点

区域の一体的な情報発信と統一的なサインの設置などアクセス機能の強化を推進する。 

加えて、民俗芸能の発信する機会の継続的な創出や、浜川を利用した生活の支援を行

い、歴史や伝統を反映した活動の普及や継承を図る。 

また、市民や来訪者が現地において歴史的風致への認知を高めることができるよう、

歴史的風致についての解説板を設置する。 

 

【関連する事業】（番号は第６章に対応） 

⑥ 伝承芸能の公開支援事業（Ⅱ-2） 

（平成 9年（1997）度～平成 40年（2028）度） 

⑦ 祐徳門前町と肥前浜宿の参拝継承事業（Ⅲ-2） 

（平成 32年（2020）度～平成 40年（2028）度） 

⑧ 浜
はま

川
がわ

流域の活動支援事業（Ⅲ-3） 

（平成 32（2020）年度～平成 40年（2028）度） 

⑰ 祐徳門前町と肥前浜宿をつなぐ散策者用誘導サイン設置事業（Ⅲ-5） 

（平成 32年（2020）度～平成 40年（2028）度） 

⑱ 歴史的風致の解説板設置事業（Ⅲ-6） 

（平成 33年（2021）度～平成 36年（2024）度） 

 

（７）埋蔵文化財の取扱いに関する具体的な計画 

重点区域内における周知の埋蔵文化財包蔵地の範囲では、埋蔵文化財包蔵地の周知

を強化し、引き続き、埋蔵文化財包蔵地においての届出等を徹底し、埋蔵文化財の保護
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に取り組んでいく。 

 

（８）各種団体の状況及び今後の体制整備の具体的な計画 

重点区域内で活動する団体は下表のとおりである。 

これらの団体の多くは肥前浜宿や祐徳門前町を主な活動範囲として、取り組みを行

っている。 

今後は、重点地区内の一体的な取組みを推進していくために、活動団体相互の交流を

図り、連携体制を強化する。 

具体的には、重点区域内で活動する団体の代表者等により、まちづくり会議を組織

し、重点区域内での事業の推進に関わる活動を支援する。 

また、移住体験施設として整備した旧筒井家住宅の維持管理や利用者へのサポート

行うため、市民団体や民間事業者等との連携体制を整える。 

この他、文化財の保存・活用に資する活動を行う団体に対しては、積極的に支援する。 

 

【関連する事業】（番号は第６章に対応） 

⑯ 移住受入体制整備事業（Ⅰ-5）（平成 31年（2019）度～平成 40年（2028）度） 

⑲ 肥前浜宿・祐徳門前まちづくり交流促進事業（Ⅲ-7） 

（平成 32年（2020）度～平成 40年（2028）度） 

 

表 重点区域における文化財の保存・活用に関わる団体の一覧 

名称 主な活動内容 

ＮＰＯ法人肥前浜宿水とま

ちなみの会 

肥前浜宿独自の歴史と生活文化にあふれた活力のあるまちづくり 

（一財）鹿島市民立生涯学

習・文化振興財団 

鹿島市生涯学習センターエイブルにて郷土の歴史や文化の情報発

信 

鹿島史談会 郷土の歴史や文化を学ぶ 

株式会社肥前浜宿まちづく

り公社 

肥前浜宿の歴史的資源を活かした飲食・宿泊・通販事業 

ＮＰＯ法人肥前まちづくり

デザイン研究会 

鹿島市及びその周辺地域に対して、文化的遺産等の修理・修景に関

する事業を行い、地域の文化的まちづくりに寄与する 

肥前浜宿まちづくり協議会 肥前浜宿の歴史的建造物の保存・活用と、歴史的まちなみにふさわ

しい住環境の整備・改善の推進 

祐徳門前町街なみ協議会 祐徳門前町の歴史と信仰文化に包まれた癒しと活力のある街なみ

の実現と、地域住民が豊かに暮らせる住環境の整備改善 

浜川流域まちづくり協議会 祐徳稲荷神社、肥前浜宿の特性を活かした、浜川流域のまちづくり

の推進 

野
の

畠
ばこ

浮立保存会 野畠の面浮立の継承 

大
おお

村
むら

方
かた

獅子保存会 大村方の獅子舞の継承 

上
かみ

古
ふる

枝
えだ

浮立保存会 上古枝面浮立の継承 

下
しも

古
ふる

枝
えだ

浮立保存会 下古枝鉦浮立の継承 

 


